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Abstract. A Congenital portosystemic shunt was found in a 59-day-old female Holstein 

calf. The portal vein joining the splenic and cranial mesenteric veins communicated with the 

caudal vena cava through a large shunt vessel caudal to the liver . The portal vein ran toward 
the porta of liver and continued to the left ramus of the portal vein. The right ramus of the 

portal vein could not be detected. The liver was small and intrahepatic portal branches were 
hypoplastic. Hepatocytes exhibited mild degenerative changes in the peripheral zone of the 

lobule.

先天性門脈体循環短絡(PSS)は 門脈血が後大静脈

や奇静脈 に短絡する静脈の解剖学的異常で,肝 臓の発

育不全や機能不全,高 ア ンモ ニ ア血症,肝 性脳症等

を招 くといわれて い る 。イヌ やネコ の

PSSに 関する報告は多いが,大 家畜におけるPSSの
,

報告は乏 しく,ウ シでは2例 のPSSが 報告 され

ているのみである。著者らは剖検中の1例 の子ウシに

PSSを 認めたので,そ の解剖学的所見について報告す

る。

症 例

症例はホルスタイン種のメスで,畜 主によれば出生

時 より活力が乏 しく,生 後2週 頃から一側の眼球が次

第に白濁 して破裂し,や がて対側の眼球も同様の経過

をとって失明したとのことである。 さらに本例は発育

不良であったため廃用とな り,'教育 ・研究用に提供さ

れたものである。

剖検は59日 齢で行われた。体格は小さく,著 しく削

痩 していた。皮下水腫や胸 ・腹水は認められず,内 臓

は肝臓以外には肉眼的な異常は認められなかったが,

大脳の側脳室が拡張していた。

複胃と脾臓の静脈が合流した脾静脈は肝臓腹面の背

縁に沿って後走 し,肝 門へ向かっていた。一方,腸 の

静脈が合流した前腸間膜静脈は肝臓尾状葉の乳頭突起

腹面を前背方へ向かい,.肝 門やや右方の尾状突起 と乳

頭突起の間で脾静脈と合流 して門脈を形成 していた。

この門脈は門脈のす ぐ背方に位置する後大静脈と直径

約8mmの 吻合枝で大きく連絡して いた(Fig・1)。

門脈 と後大静脈の連絡部は左腎静脈が後大静脈に開口

す る部より約15mm前 位で,後 大静脈への右腎静脈 口
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Fig.1. Congenital portosystemic shunt (arrow) and liver in a 59-day-old Holstein 

calf.

CV: caudal vena cava, LK: left kidney, LR: left ramus of portal vein, MV: cranial 
mesenteric vein, PV: portal vein, SV: splenic vein.

に対面する部であっ た.門 脈は後大静脈と連絡 した後,

肝門へ向かって左腹方へ短 く走行して肝臓内に進人し

ていた,肝 臓内に進 入した門脈は門脈右枝を分岐する

ことな く,門 脈左枝に移行していた、,門脈左枝から肝

臓実質に向かって分岐された枝はいずれも弱小なもの

であった。門脈左枝と後人静脈を連絡する静脈管は認

められず,顕 微鏡的にも静脈管索は認められなかった、

肝臓は淡褐色で硬 く,被 膜面には不規則に走行する

細 く,浅 い溝が多数存在 し,血 液に乏 しか った。肝臓

の人きさはホルスタイン種,67日 齢 のものの約1/2で,

と くに右葉と尾状葉は小さく,未 発達であった.肝 動

脈は異常なく肝門から肝臓内に進 人していたが,肝 静

脈は左および中肝静脈が存在するのみで,右 肝静脈や

他の肝静脈は認め られなかった。顕微鏡的には,対 照

例 と比べ,小 葉間静脈は細く,肝 小葉の大き さもやや

小 さくみえた(Fig.2)。 類洞は拡張 してい たが,肝

細胞は軽度の変性変化を示し,肝 小葉の辺縁近 くの領

域において,肝 細胞質内に硝子様物質の蓄積がみられ

た。 そのほか,肝 細胞の萎縮や間質の結合組織の増殖

などは全 く認められなかっ た。

考 察

PSSに は種 々の型があり,イ ヌのPSSは 短絡路の

位置 に基づいて5型 に分類されて い る。 とくにイ

ヌでは静脈管開存に基づく型2β)や,肝臓より後位で門

脈 と後大静脈が1本 の太い1吻合枝で連絡する型

が多いようである.過 去に報告されているウシ,,例 の

PSSは 前者,今回 の症例は後者に,そ れぞれ相'%

す るものであった,

PSSの 場 合,門 脈血中に含まれるでンシュリンや グル

カゴン等の肝臓刺激因子が肝臓に充分供給されない

ため,肝 臓が発育不全を招 くといわれ,今回 の症例
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Fig.2. Photomicrographs of the liver in the case of Fig. 1 (left) and normal 67-

day-old Holstein calf (right). H. E stein, •~150. 

A: interlobular artery, CV: central vein, D: interlobular bile duct, V: interlobular vein.

も過去に報告されているウシ2例15,161の肝臓と同 じく

発育不全を示 していた。 さらにPSSで は小腸から門

脈血中に吸収されたアンモニアが肝臓を経由 しなし・た

め,高 アンモニアdo症 を招 くといわれ,過 去に報告

されているウシ2例 でも生後10-11週 で 高アンモ

ニア血症と昏唾が認められている。今回の症例は出生

時 より活力が乏 しかったが,こ のことは本例が59日 齢

で剖検されるまで血液の生化学的検査が行われていな

いので,PSSに 基づ くものか否かは不明であった。 し

かし,本 例の肝臓は小さく,肝 臓内へ向か う門脈枝や

小葉間静脈が著 しく細かったことは大量の門脈血が後

大静脈に短絡 していたことを示唆 している。顕微鏡的

観察で本例の肝細胞の障害は軽微であったが,PSSの

イヌの多 くで肝細胞の脂肪変性や萎縮が認められてい

る 。今回の症例もいずれは肝機能不全の転帰をと

ったであろ うと思考 された。

PSSの うち,静 脈管開存に基づくものは胎生期の主

要な血行路である静脈管が出生後も閉鎖しなかったた

めに生ずるが,そ れ以外のPSSに 関する病理発生は

充分に解明されているわけではない、.しか し,興 味あ

る報告として,ヒ ト17)やイヌ,ネ コ等 では,正常

状態にあるとみなされる門脈,後 大静脈および奇静脈

との門に極 く小さい吻合が存在し,そ れらの吻合枝は

門脈系の病的,ま たは実験的な狭窄や閉塞によって人

きく拡張することが知られている。 ウシの場合も門脈

と人静脈は密な関係をもって発生 しているものと考え

られ,両 者間の吻合枝が何 らかの原因で人きく発育 し,

今回観察 したようなPSSが 形成されたものと考えら

れた。

要 約

59日 齢,ホ ルスタイン種,メ スの子 ウシに先天性の
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門脈体循環短絡が認められた。脾静脈 と前腸間膜静脈

が合流した門脈は肝臓の後方で1本 の太い短絡路を介

して後大静脈と連絡していた。その後,門 脈は肝門へ

向かい,門 脈左枝に移行していた。門脈右枝は認めら

れなかった。肝臓は小さく.肝臓内門脈は低形成であっ

た。肝細胞は軽度の変性変化を示すのみであった。
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